
平成２０年(2008年)５月１２日（月曜日）(３） 責言身

耳
の
聞
こ
え
な
い
子
ど
も

た
ち
に
手
話
を
主
体
と
し
た

授
業
を
進
め
る
全
国
初
の
学

校
「
明
暗
学
園
」
が
今
春
、

東
京
都
品
川
区
に
開
校
し

た
。
語
順
な
ど
の
文
法
構
造

が
異
な
り
日
本
語
と
は
”
別

言
語
〃
の
日
本
手
話
と
、
曰

本
語
の
読
み
醤
ざ
の
両
方
を

使
い
こ
な
す
「
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
」
の
育
成
を
教
育
方
針
に

掲
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
学
力
の
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。

戦
後
の
ろ
う
教
育
は
相
手

の
ロ
の
動
き
か
ら
言
葉
を
読

み
取
っ
た
り
、
補
聴
器
で
わ

ず
か
な
音
を
聞
き
取
っ
た
り

し
て
、
発
声
訓
練
を
す
る
「
聴

覚
□
話
法
」
が
中
心
だ
っ
た
。

し
か
し
障
害
が
重
い
と
上
達

が
困
難
で
、
教
員
と
の
意
思

伝
達
も
難
し
い
ケ
ー
ス
が
あ

っ
た
。
近
年
に
な
っ
て
、
手

東京･品川に｢明晴学園｣が開校

話
を
指
導
の
一
部
に
取
り
入
が
特
徴
だ
。

れ
る
特
別
支
援
学
校
も
増
え
斉
藤
道
雄
校
長
は
「
ろ
う

て
い
る
が
、
明
購
学
園
は
手
者
に
と
っ
て
無
理
に
声
を
出

話
を
母
語
で
あ
る
「
第
一
言
そ
う
と
す
る
の
は
苦
痛
。
意

語
」
と
位
置
付
け
て
い
る
の
忠
を
伝
え
る
た
め
の
手
段
と

全
国
か
ら

問
い
合
わ
せ
本
県
か
ら
も
通
学
者

一
プ
に
匡
民
に
割
り
当
て
ら
一

分数を扱った算数の授業を手話で行う担

任教興（右）と５年4主の児麺たち＝４月２３

曰、東京都品川区の明り宵学園

読み書き併せ学ぶ

し
て
、
手
話
と
文
字
を
身
に
は
幼
稚
部
十
六
人
、
小
学
部

付
け
れ
ば
生
活
に
困
ら
な
―
一
十
五
人
の
計
四
十
一
人
。

い
」
と
説
明
す
る
。
首
都
圏
の
ほ
か
本
県
か
ら
新

学
園
で
一
一
一
歳
以
上
が
通
う
幹
線
で
通
学
し
て
い
る
子
も

幼
稚
部
は
日
本
手
話
の
表
現
い
る
。
全
国
か
ら
入
学
や
育

力
を
謹
成
。
小
学
校
に
当
た
児
相
談
の
問
い
合
わ
せ
も
寄

る
小
学
部
は
発
声
を
伴
う
国
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

語
と
音
楽
の
授
業
が
な
い
代
同
学
園
は
ハ
電
０
３
（
６

わ
り
に
、
手
話
と
日
本
語
（
読
３
８
０
）
６
７
７
５
Ｖ
。

掴脹や編鑿攪蕊灘椀鴉》灘”
手話主体の教育が昨年一一一言語教育研究所長の話
月
、
教
育
特
区
に
認
定
さ
れ
、
手
話
は
耳
の
聞
こ
え
が
悪
く

学
習
指
導
要
領
が
定
め
る
学
て
も
最
も
自
然
に
習
得
で
き

嗜輌奉包振り替えが可能》罎蔬歴討議噸麺牽》錘
分数を扱った小学部五振玉聿一牢拒壷Ⅷ》率泙
年
生
の
算
数
の
授
業
。
「
二
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
よ

『鴎釧工』》任起嘔封》》幟手癖》》》》》》》
げ
て
手
話
で
問
い
掛
け
る
に
と
っ
て
、
手
話
が
学
力
や

と
、
七
人
の
児
童
は
二
分
の
思
考
の
支
え
と
な
る
よ
う
技

一を意味する単語を両手輌轤や宝鑑蕊露
標
製
副
撮
滞
、
没
鑛
止
禮
鶴
譲

学
園
に
在
籍
し
て
い
る
の
な
い
教
員
が
多
く
、
手
話
が

得
意
で
な
い
人
も
い
る
。
ろ

皿
学
者
一
議
掘
鑿

一つ。

ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
の
利
用
促
進
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リ
チ
一

同
開
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と
が
一

ハ
イ
『

池
搭
》

込
ま
物

を
め
⑭

す
方
甦

各
抄

型
の

手
続
き
や

制
緩
和
》

た
。
中
毫

で
専
用
奉

二
と
も
｛

Ｕ
、
都
⑪

衛
隊
や
自

用
化
な
い

可
能
性
』

と
比
べ

環
境
の

ビ》〉

企
業
（
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